
院長挨拶
謹んで新年のご挨拶申し上げます

新入職医師のご紹介

部門紹介



急性期直後の患者様が増加傾向にある回復期リハビリ病棟
において、疾患再発に留意しながら全身状態および精神状態
を良好に保つことが重要と思われます。
病院各部署の皆様と協力して、より安心で充実した入院

リハビリテーション環境が維持できるように尽力させて
いただきます。
宜しくお願い致します。

新年のご挨拶
新年明けまして、おめでとうございます。

さて、新型コロナ感染症の大流行(パンデミック)が世界に広がり、早や3年が経過しました。100年ぶり

のパンデミックに直面した人類はおびえ、おののきましたが、その後果敢に立ち向かい、戦ってきました。

以前はワクチンを作るのに数年近くかかっていましたが、メッセンジャーRNAを材料にした新たな方法

で短期間にワクチンを作成し、接種することができました。ワクチン接種が早期にできたことで、新型コ

ロナウイルスとの戦いは終わることが期待されましたが、ワクチン接種の感染予防効果や重症化予防効果

は長続きせず、接種後に時間が経つと効果が弱まるため、度々のワクチン接種が必要でした。感染の流行

は拡大と収束を繰り返し、その波の到来は7回を数え、現在は8回目の波が訪れようとしています（2022年

12月現在）。

その波は来るたびに規模は大きくなり、最近は多数の方が感染されました。当初は重症肺炎を起こし、

致死性が高い感染症の位置づけでしたが、時間の経過とともにウイルスは変異を起こし、その性格が変化

しました。時間の経過により、強い感染力を持つ株に変化しましたが、病原性が弱い株に変化したのは幸

いでした。当院はコロナ感染に対して、地域住民の感染防御の砦になるべく、できる限りのことを行って

まいりました。新型コロナを診断するためにPCR検査をいち早く導入し、屋外に発熱外来を開設しました

（当初はテント、現在はプレハブ）。入院治療が必要な人たちのために、コロナ感染者の入院の受け入れ

を行いました。また、ワクチン接種に関しても、いち早く手上げをして、多数の地域住民の方にワクチン

接種を行いました。

最近は大半の新型コロナ感染症が軽症であることを踏まえ、政府は厳格な対応が必要な2類の感染症か

ら、インフルエンザと同様の5類への変更が検討されており、近々新型コロナ感染症は5類の感染症になる

ことが推定されています。そうなれば、コロナ感染症はインフルエンザと同等の扱いとなり、ウィズコロ

ナの時代として、コロナ以前の生活に近づくことが期待されます。ただし、一般の方はマスク、手洗いな

どの感染予防対策はしばらく行っていただく必要があります。

また、病院に入院している人たちは新型コロナ感染症が存在している環境は患者様の検査や治療に支障

をきたすので、病院内ではゼロコロナの環境が必要です。そのために、お見舞いなどの制限はしばらくは

続けさせていただきます。この点につきましては、ご理解の程、よろしくお願いします。

今年はいずれにしても、皆様の生活がコロナ以前の生活に近づくことが期待されます。

今年が皆様にとって幸せな年であることを祈念しています。本年もどうぞよろしくお願いします。

はくほう会セントラル病院 院長 古賀正史

新入職医師のご紹介

リハビリテーション科 伊藤誠康医師



【総合案内業務】
・週1回外来アンケート実施
・受付機のお手伝い
・診察室、レントゲン、CT室への誘導
・自動精算機のお手伝い
・WEB面会への対応
・その他患者様からのお声がけの対応

受付機や自動精算機の利用でお困りの患者様のお手伝い、
院内のご案内、

必要に応じて車いすでの介助など、
さまざまなサポートを行います

病院の‘’顔‘’として、来院された患者様の不安を、
少しでも和らげるような応対を心がけています

お気軽に、お声をおかけくださいね！！

am8：30から玄関にて検温業務Start

【検温業務】
・体温測定、手指消毒、マスク着用のお願い
・発熱外来受診患者様の誘導
・車イスの必要な方へのお手伝い
・タクシー配車のお手伝い

部門紹介：コンシェルジュ

【電話受付業務】
・発熱外来受付時間管理、
発熱外来受診希望者からの受電、
問診予約受付

・外来予約、キャンセル変更
・各種問合せ対応

当院の‘コンシェルジュ’は、

患者様のさまざまなサポートを行っています

今回は、‘コンシェルジュ’の
仕事内容について

ご紹介させていただきます



訪問リハビリテーション開始までの流れ
①サービスご利用のご希望の際は、お電話で訪問リハビリ担当のスタッ
フをご指名ください。

➁ご利用目的、ご利用希望日、希望時間などを確認し、調整を進めてい
きます。

③開始までに当院で訪問リハビリのための診察が必要となり、医師の判
断で利用開始となります。

④契約を交わせて頂き、初回リハビリ開始となります。

要支援1：4%

要支援2：13%

要介護1：

18%

要介護2：

22%

要介護3：

25%

要介護4：

10%

要介護5：7%

介護度別割合

尼崎市：93%

伊丹市：5% 豊中市：2%

市別訪問エリア割合

武庫：1% 大庄：2%
中央：4%

小田：8%

立花：18%

園田：68%

地区別訪問エリア割合

ご利用いただいている皆様の介護度、エリアに関
するデータ(2022年9月現在)となります。

相談窓口：はくほう会セントラル病院 06-4960-6800（代） 訪問・通所リハビリ担当

ご利用開始にあたっては基本的に当院医師による診察が必要となりますが、上
記の通り遠方のご利用者様もおられますので、お気軽にお問い合わせください。

部門紹介：訪問リハビリテーション



夜間・土日祝は、救急外
来看護師が電話での相談や
診療対応をさせていただき、
状態により急性期病棟や地
域包括ケア病棟などへの入
院対応も行います。

2022年10月1日より、訪問看護を開始いたしました。患者様のご
自宅や有料施設等へ訪問しております。全身状態の観察や内服・食事
管理、排泄（ストーマを含む）や創部・褥瘡管理処置など幅広く対応
いたします。

・訪問時間
月曜日～金曜日(祝日除く)
9：00～17：00

・夜間・土日祝の対応
外来及び救急外来看護師

・訪問地域
尼崎市(主に園田地区全域・
小田北部地区)、
豊中市(主に庄内地区)など

お気軽にお問い合わせください♪

はくほう会セントラル病院
TEL： 06-4960-6800（代）FAX：06-4960-6707（地域連携室直通）
担当者： 外来訪問看護部 竹之内 基子、地域連携室 関 貴子
電話対応時間： 8：30～17：30

◎訪問看護開始までの流れ
① 外来通院or退院が決定している

患者様で医師が訪問看護を必要
とした方が対象です。(他の病院
を通院中の方でも紹介状があれ
ば対象となります。)

② ご本人様、ご家族様と面談後、
ご利用のお日にちを決定し、契
約を交わさせていただきます。

③ 担当のケアマネージャー様と担
当看護師が連絡を取り、初回訪
問となります。

※月に一回の外来受診が必要となり
ます。



看護部

中央棟
(回復期リハビリテーション病棟)

回復期リハビリテーション病棟は急性期治療を終えた後も何らかのサポートが必要な患
者様に対し、多くの専門職がチームを組み集中的なリハビリを行う病棟です。心身ともに
回復した状態で自宅あるいは社会へ戻っていただくことを目的としています。
当院には回復期リハビリテーション病棟（以下回リハ病棟）が３フロアあり、全て合わ
せて140床という尼崎で一番多い病床数を持ち、日々たくさんの患者様へリハビリを提供
しております。
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回復期リハビリテーション病棟Q&A

A.回リハ病棟では入院してリハビリが出来る疾患が決まっております。脳
梗塞や脳出血などの脳血管疾患や骨折などの整形疾患、心筋梗塞などの心
疾患と内科疾患による廃用症候群が対象疾患となります。また、疾患によ
り入院期限が定められており最大で180日リハビリを続けることが可能です。
※詳しくは病棟スタッフへお尋ねください。

A.当院では急性期病棟も併設しており、病態によっては急性期病棟で治療
を受けることも出来ます。また、急性期病棟に入院中の患者様も継続した
リハビリが必要な方、希望される方は回復期リハビリテーション病棟にて
経過を観察しながらリハビリが可能です。

A.当院では患者様それぞれに合わせたリハビリの提供を行っております。
元々の患者様の状態、生活環境やご家族の協力体制などのたくさんの情報か
らご希望に沿う形でリハビリが実施できるよう心掛けております。
また入院時や退院時に、実際に自宅へ赴き退院後の生活を想定した補助具

の使用や住宅改修の提案などを行う家屋訪問指導も実施しております！
※ご希望される方は病棟スタッフまでお尋ねください。

Q.誰でも入院できますか？良くなるまで入院することは可能ですか？

Q.入院中に別の病気の治療が必要になった時はどうしたらいいですか？

Q.リハビリをして元のように生活できるようになるのか不安です。

セラピストが毎
日リハビリを
います。

バイタル測定
患者様も

にっこり笑顔

定期カンファ
レンスで、患
者様の情報共
有を行ってい

ます。



◆はくほう会セントラル病院
☎06-4960-6800 泌尿器科外来予約

-

♦ご質問など 地域連携室 担当者までお尋ねください。

♦大阪前立腺センターの問い合わせ
（大阪陽子線クリニック）

☎06-6464-1123

５０歳を過ぎたら・・・気になる方は、

症状に関係なくご相談ください。

前立腺がんは血液検査（PSA：腫瘍マーカー）で

調べることが出来ます。
当院の泌尿器科外来の川端医師にご相談くださ

い。

検査の結果後には最善の治療を一緒に考えてい
きましょう。

川端岳 医師

大阪前立腺センターとは
近年、増加している前立腺肥大症や前立腺がんなど早期

かつ適切な治療の促進を目的に大阪暁明館病院・大阪中央
病院・大阪陽子線クリニック・はくほう会セントラル病院
の４つの医療機関から構成され検査や治療に取り組んでい
る医療機関の協力で出来たチーム名称です。

中高齢男性（日本）
・前立腺肥大症・・・５人に１人
・前立腺がん ・・・１１人に１人
発症していると言われています。

はくほう会
セントラル病院

大阪暁明館
病院

大阪中央病院 大阪陽子線
クリニック

血液検査
内服治療

健康診断・血液検
査・内服治療

健康診断・
血液検査・内服治療

画像診断
（超音波、MRI）

前立腺がん：
前立腺生検

前立腺肥大：
レーザー治療

前立腺がん：
内視鏡ロボット
「ダ・ヴィンチ」
全摘術

前立腺肥大症：
レーザー治療

前立腺がん：
陽子線（放射
線治療）



はくほう会セントラル病院では、ご利用いただく全ての方々に、見やすく、分かりやすく
情報をお伝えできるように、SNSを随時更新しております！
また、日々更新、最新情報を掲載するように努めています。

はくほうかい

http://www.amahakuho.jp/

（Facebook, Inc.）

スマホをお持ちの方はQRコードから

詳細はホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。

プラスハートアクションとは
「お手伝いをする、したい人」にマークがあれば、「助けを必要として
いる人」と「お手伝いをする、したい人」がお互い声をかけやすくなり、
助け合いが当たり前にできる世の中を作っていくと発案された運動
であり、信頼・調和・ゆらぐことのない愛を意味する をシンボル

としています。
私たちは、マスクに をつけてこの運動を発信しています。

おせっかいはありがた迷惑とも言われますが、
相手に喜んでほしい、

何かしてあげたいという行動です。

伯鳳会グループは、全国の医療業界からただ一つの
スターティングメンバーとして、この取り組みに参加しました。

RE Actionは、2050年までに再生可能エネルギーで
事業のエネルギーの100％を賄うという取り組みです。

医療法人伯鳳会
はくほう会セントラル病院
兵庫県尼崎市東園田町4丁目23番1号
TEL：06-4960-6800（代表）
FAX：06-4960-6900

令和5年1月 発刊

【編集後記】

3年ぶりに行動制限のない年末年始を迎え、家族団欒のひと時を過ごされた方も
多いのではないでしょうか。
２０２２年の漢字は『戦』 が選ばれました。ロシアによるウクライナ侵略、北朝鮮によ
るミサイル発射、物価高による生活上の戦い、依然として新型コロナウイルスとの戦い、
サッカーワールドカップの熱戦などが注目されたのが理由のようです。
明るい話題が少ない一年でしたが、そんな中、サッカーワールドカップでの日本代表
チームの健闘の様子は記憶に新しい出来事だと思います。国民の心が一つになる機
会と、あきらめない、困難に立ち向かう勇気で日本中に大きな感動と夢を与えてくれ
ました。
2023年こそ新型コロナウイルスの終息、そして色々な戦いが終え、安定した日常が
訪れることを切に願います。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

はくほう会セントラル病院 広報委員会
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